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研究成果の概要（和文）： 
 カメルーン東南部の低地熱帯林に居住する狩猟採集民バカ・ピグミーと漁撈農耕民バクウェ
レ人は、1960 年の独立前後に現在の居住地への定住化・集住化を強いられた。定住化前の居住
地跡の分布を聞き取りと踏査により明らかにした。森林植生へのヒューマン・インパクトを明
らかにするため、履歴の異なる居住地跡において植生調査を行った。一時居住を行う森林キャ
ンプと定住的利用をおこなう村落では放棄後の森林植生に大きな相違が観察された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The Baka hunter-gatherers and the Bakwele fisher-farmers have experienced forced 
sedentarization and concentration around 1960 in Southeastern Cameroon. This study 
elucidated the distribution of villages and forest camps which had been used before the 
sedentarization by interview and verification by expeditions.Vegetation survey had been made in 
abandoned camps and villages to evaluate human impact on tropical forest vegetation. Significant 
differences were observed between ancient temporary forest camps and ancient sedentary villages.   
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１．研究開始当初の背景 
中央アフリカ熱帯雨林の住民であるピグ

ミー系狩猟採集民とバンツー系農耕民は、集

団原理の相違や社会的地位の不平等（ピグミ

ー系住民の劣位）がありながらも、不即不離

の関係を保ちながら共存してきた（竹内 
潔,2001 など）。両者の民族間関係については

これまで２つの対照的なモデル、生計経済上

の 相 互 依 存 関 係 に 基 づ く 共 生 モ デ ル

(Terashima,1986)と狩猟採集民が農耕民に

一方的に従属させられるとするハウスモデ

ル(Grinker,1994)が提出されてきたが、いず

れも静態的な社会モデルにとどまっている。

例えば、カメルーン東南部では、過去 100 年



に限っても植民地政府による商品作物栽培

の導入、世界大戦、60 年代の集住化政策施行、

70 年代の木材伐採会社の進出、90 年代の国

立公園設置など外部世界との接触に起因し

た激しい社会経済上の変化があったが、これ

らの度重なる「有事」による民族間関係の攪

乱・再編過程を乗り越え、両集団がいかにし

て現在の共存関係を形成・維持するに至った

のかを理解するためには、両者の集団間関係

を現在から可能な限りの過去に遡って明ら

かにする歴史的な分析視点が欠かせない。し

かし、これまでは過去の生業活動や自然に対

する人為影響の分析に有効だと考えられる

確からしい方法論がなかったため、この分野

については手つかずであった。 
 
２．研究の目的 

現在熱帯林のなかで同所的に居住する漁

労農耕民と狩猟採集民を対象に、両者の過去

の移住履歴を人為植生をマーカーに再構成

し、共存関係の変遷をとらえることを目的と

した。バンツー系漁労農耕民であるバクエレ

は、ほとんど河川沿いに居住地を移動させる

ため、これまでの漁労活動に関する調査の過

程で、過去の放棄集落跡の位置と移動経路の

概要がわかっている。 
 そこで本研究では、とくにピグミー系狩猟

採集民バカの放棄集落跡とバクエレの旧村

落の位置関係や当時の経済活動に的を絞っ

た聞き取り調査を行う。測量や植生調査によ

り過去の集落周辺の土地利用を復元し、イン

フォーマントの年齢や植生の回復程度から、

居住放棄時期の推定・編年を試みる。以上に

より、漁労農耕民の移住履歴に関する知見を

土台に、居住地跡がすぐに旺盛な森林植生に

覆われてしまう、あるいは過去に関する体系

的な聞き取りが行いにくい等の理由でこれ

までアプローチが困難であったピグミー系

狩猟採集民バカの過去における居住地の分

布の時代変遷を、農耕民集落との位置関係か

ら明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)1960 年代の集住化の単位であったドンゴ

村および周辺３村に居住するバカとバクエ

レの両民族集団について、各家系集団の壮年

以上の成員から、それぞれ数人ずつインフォ

ーマントを選び、定住集落において個別に生

活史に関する以下の項目について詳細な聞

き取り調査を行った（父親・母親の出身地、

出生地、これまでに居住したことのある居住

地、活動内容、過去のできごと、移住経験の

有無、移住の理由、過去に居住したことのあ

る居住地の名前と位置）。 
(2)得られた過去の居住地のうち、インフォー

マントとともに訪問が可能である集落跡、キ

ャンプ跡をすべて踏査・訪問し、地名の収集

を行った。GPS 端末を用いて位置を記録し、

分布を２０万分の一地形図及び衛星画像

(QuickBird 社)に落とした。それぞれの居住

地跡で、利用時期（何歳位のときか、誰か生

まれた者はいなかったか）、居住時の集団構

成、行われた活動、以前はどんな植生が周り

にあったか、なぜ放棄したのか、移住先、記

憶に残っているできごと、に関して詳しく聞

き取り調査を行った。 
(3)バクエレ、バカ双方のインフォーマントに

より得られた情報を整理・検討して、両者の

記憶が重なる過去の居住地を複数地点選び

出し、海外共同研究者および調査補助者とと

もに現地に泊り込み、測量・植生調査を行っ

て居住利用をはじめとする人為的な撹乱に

よる植生へのインパクトを評価した。植物乾

燥標本を作成して、現地および国立植物標本

館(ハ―バリウム)にて同定に供した。 
(4)これまでに得られているドンゴ村のバカ、

バクエレ双方の生活についての生態人類学

的、社会学的資料と比較して、両者の生活圏

（テリトリー）および生業経済における相互

依存度の変遷を推定する。カメルーン共和国

の首都（ヤウンデ）やフランス共和国で、過

去における当該地域と外部社会の交渉につ

いて文献や古地図資料収集を行い、居住地移

動に関する言説との関連性を検討した。 
 
４．研究成果 
(1)バクエレ、バカ・ピグミー両居住集団の
動態 

 ドンゴ村における現在の人口は、バクエレ

が約 250 人、バカ・ピグミーは約 300 人であ

り、数キロずつ離れた 6 つの小集落に分かれ

て隣接（5 小集落）ないし混住（1 集落）を

している。それぞれの小集落は、１つから８

つまでの父系拡大家族により構成されてい

る。バクエレは、ジャーコ（「ジャー川上流

の人々」）という地縁的集団アイデンティテ

ィを共有しているが、各家系の出自集団はバ

クエレのみならず、コナベンベ(Konabembe)、
ジェム(Djem)など周辺諸民族集団より成る。

バクエレ・ジャーコ各家系集団の年長者への

聞き取り調査の結果、かつては熱帯林の中に

分散して居住し、しばしば対立関係にあった

各家系集団が、婚姻を通じた女性の交換によ

り密接な関係を持つようになり、出自民族集

団を超えたレベルで地縁的な結合を重視し

た集団アイデンティティが形成されたこと



が示唆された。一方バカ・ピグミーの年長者

への聞き取りから、ドンゴ村のバカ・ピグミ

ーには、バクエレの家系集団とともにジャー

川ぞいに移住してきたグループと、バクエレ

集落の動きとは関係なく、ほかの農耕民集団

の村を離れてドンゴ村に移住・定着したグル

ープとが混在していることがわかった。また、

バクエレ、バカ・ピグミーともに通婚圏は半

径 100 キロ以上に広がっていた。 
 
(2) 定住集落跡の分布と地名 
 聞き取りに基づく現地踏査により、21 のバ

クエレの定住集落跡、10 のバカ・ピグミーの

ベースキャンプ跡が確認された。21 のバクエ

レの定住集落跡は全てジャー川に面して立

地していたが、バカ・ピグミーのキャンプ跡

は農耕民集落から森の中に300メートルから

3 キロメートルほどの範囲に位置していた。

バクエレの定住集落跡には必ず地名がつけ

られていたが、バカの居住地跡には、必ずし

も固有の地名がなく、近くのバクエレの集落

跡の名前が当てられていることが多かった。 
(3) 環境利用 

訪れた少なからぬ集落跡地で、かつてのカ

カオ栽培およびゴム採集の痕跡（カカオ園お

よびゴムの純林）を認めることができた。少

なくとも 1930 年以前にさかのぼる集落跡に

まで、これらの栽培・採取の痕跡が残ってい

ることは、対象地域における植民地経済の浸

透の程度を示すものとして注目される。現在

でも雨季を中心に多大の時間が割かれるカ

カオ栽培が、これら集落跡での生活において

も大きなウェイトを占めていたことは明ら

かだと考えられる。また、ゴム採集やカカオ

栽培の導入の時点で、銃が入っていたことが

示唆される。また、集落跡地にて行った聞き

取りでは、バクエレ、バカ・ピグミーのイン

フォーマント双方から、現在では行われない

集団網猟が行われていたという情報が得ら

れた。バクエレのインフォーマントによれば、

バカ・ピグミーは現在のように自前の畑を持

たず、バクエレの畑で農作業の手伝いを行う

ことにより農作物を得ていたという。なお、

川沿いの集落跡地は現在でも頻繁に漁労活

動やナッツ採集のための季節キャンプとし

て活用されている。 
 
(4) 熱帯林植生へのヒューマン・インパクト 

植生分類について、バカ・ピグミーの民俗

分類と植物生態学による分類には一定程度の

相似が認められた。これは、地形による冠水

などのストレス、林床の光条件や林床植生の

混み具合など生態学的な条件が科学分類およ

び民俗分類における共通の指標となっている

ためだと考えられる。バクウェレと比較して、

バカはより細かい空間スケールで森林植生を

認識し、名づけていた。森林への人間活動の

働きかけの種類により、人為的な植生に現れ

る植物の種多様性および撹乱指標種の分布は

異なっていた。すなわち、定住的な居住地跡

と狩猟採集や出作り焼畑のための一時的な森

林キャンプ跡では、その後の植生景観に相違

がみられ、人為影響の少ないと考えられる植

生に比べても、一時的な森林キャンプ跡では

植物の種多様性が高かった。バカ・ピグミー

は、より人為的影響の少ないと考えられる植

生に利用価値を見出しており、バクウェレに

おいては逆の傾向がみられた。一方で、家づ

くりなどいくつかの森林利用では、有用な森

林植生カテゴリーについてバカ・ピグミーと

バクウェレに共通する性差も認められ、定住

化による自然認識の変化には男女差があるこ

とを示唆するものと考えられた。 
 

(5) 地表周辺の人為遺物 
異なる年代に放棄された調査プロットごと

に、さまざまな人為遺物が確認された。石器

や土器、儀礼用鉄器は、１９５０年以前の古

い時期に放棄された集落において多くみら

れた。一方、１９６０年ころを境に、ビール

瓶やスコップ、ホーロー製食器などカカオ栽

培および貨幣経済の本格的な浸透を示す商

品の遺物が増加している。とくに土器につい

ては、異なる年代の集落放棄地にそれなりの

量が見られた。 

 

①石器 

・磨り器と丸石 

 放棄後１００年以上経過していると思わ

れる調査プロットにて半地表から発見。香辛

料となる木の実やトウガラシなどの食品を

磨り潰すための炊事用具である。現在は同様

の用途に、木製の台と、球形の果実を乾燥さ

せたものを用いているが、同じ形態だが、石

でできた磨り器と丸石が見つかった。 

 

②土器・陶器 

・小型のつぼ、土器片 

 放棄後２０-１００年とみられる調査プロ

ットにて、小型のつぼや、皿などの土器片の

散乱が林床部に見られた。 

・腕輪 

 同様に放棄後４０-５０年とみられる調査

プロットにて、発見。陶製の輪形装飾。サイ



ズからして、腕に付けたものと考えられた。 

 

③金属 

・鉄矛 

放棄後５０-６０年とみられる調査プロッ

トの地表近くにて発見。ドゥパやゾンと呼ば

れる鉄製の薄平べったい矛が、錆びついては

いるものの見つかった。聞き取りの結果、こ

れらはかつて婚礼の際に男性から女性に支

払われた婚資の一部であることが分かった。 

・首輪、腕輪、足輪 

 放棄後５０-６０年とみられる調査プロッ

トの地表近くにて発見。グオスと総称される

金属製（鉄製と思われる）輪形装飾で、首輪

（グオス・チョン、グオス・チー）、腕輪（グ

オス・ンボ）、足首輪（グオス・エ・コ）、の

各種がある。聞き取りの結果、これらもまた、

かつて婚礼の際に男性から女性に支払われ

た婚資の一部であることが分かった。 

・投げナイフ 

 放棄後５０-６０年とみられる調査プロッ

トの地表近くにて拾ったものを調査プロッ

ト周辺の出づくり地の古老宅から確認。ボゲ

ヤと呼ばれる戦闘用の投げナイフ。レイヨウ

の頭部を象ったデザインが施されている。 

・スコップ 

 放棄後４０年とみられる調査プロットか

ら、植生の根に絡まった形で地中に埋もれて

いるものを発見した。一部を除き、分解して

しまっていた。 

・ランプ 

 放棄後４０年とみられる調査プロットか

ら発見。ケロシン・ランプの金属部分がばら

ばらになったもの。 

・ホーロー皿、深皿 

 放棄後１０年から４０年程度の調査プロ

ットで頻繁に観察された。半分地中に埋まっ

たり、地表に散乱する形で林床部に見られる。

形が歪んだり、穴が開いているものが多い。 

・不明 

 用途不明の鉄製具の一部とみられるもの

が数点確認された。 

 

④プラスチック・ガラス 

・ビール瓶 

 放棄後５０-６０年とみられる調査プロッ

トにて、現在調査地域で流通している胴長型

の瓶とは異なるずんぐりとした形のビール

瓶がたくさん発見された。植民地時代に流通

した瓶の形であるという話であった。 

・プラスチック籠 

 放棄後１５年とみられる調査プロットに

て、劣化した黒灰色のプラスチックの塊が観

察された。カカオの秤量のために用いられた

籠が残ったものと思われる。 

⑤衣服 

 放棄後１５年とみられる調査プロットに

て、化学繊維製の衣服が地表に半分うずもれ

る形で観察された。 

⑥ 人為地形・家屋跡地 

調査地域周辺でみられる家屋の形式には、

大きく分けて 2タイプある。一つは、モング

ルと呼ばれるクズウコン科の林床草本の葉

と木本の若枝で作られる半球ドーム型の小

屋で、バカ人の伝統的居住様式である。もう

一つは、ポトポトと呼ばれるラフィアヤシの

幹を骨組みに土を練りこんで作られるバク

エレ人はじめバンツー系農耕民の伝統的居

住様式である。前者は、分解されやすい植物

素材だけでできているので、天井や壁の葉を

数週間おきに換え続けなければ数カ月で影

形なくなるが、後者の土壁づくりの家屋は屋

根の葺き替えを数年おきに続ければ十年以

上維持することが可能である。 

家屋倒壊後、地表には壁に練りこまれた土

壌が積み重なって堆積する。この地表面の盛

り上がりが雨水によって流れ去る前に周辺

植生に覆われた場合、森林回復後まで地表面

に不自然な隆起が残っているのが観察され

た。これが、現地の人々が古い集落跡におい

て具体的な家屋の配置を識別するひとつの

手掛かりとなっていた。 

 

(6) 現地調査と文献調査の整合性 
ヤウンデ国立古文書館にて資料収集を行

った結果、植民地行政官による 1933 年時点

におけるジャー川中流域における定住集落

の分布に関する手書きの地図および集落の

概要に関する文献（ ”Rapport de tournee 
effectuee du 3 Avril 1933 au 14 Avril 1933 par le 
chef  de la subdivision de Moloundou dans la 
region  Konabembe”）を発見することができ

た。これを参照したところ、付表に示した放

棄集落群のうち、旧 Messok 村、旧 Ndongo
村、旧 Leke 村、旧 Baad 村、旧 Mindourou 村

の位置に関して、インフォーマントとともに

収集した地理上の情報が一致し、聞き取り調

査により得られる情報の信頼性、有効性につ

いて一定の確認ができた。ただ、この植民地

期の行政官による報告には、バカ・ピグミー

に関する記述が極めて乏しいが、これは、前

述のようにのバカ・ピグミーの集落が農耕民

集落から数キロ離れた熱帯林内部に位置し

ていたために短期間の訪問しかなされなか

ったと思われる行政官の目には入らなかっ

た結果だと思われる。バクエレのインフォー



マントによる、「バカ（・ピグミー）は、森

の中に隠れていた」「われわれの後ろに、バ

カ（・ピグミー）が居た」という表現は、多

くのバカ・ピグミーが商人など外部世界から

の来訪者と直接関係をもつ現在とは異なり、

上流域に居住していた時期には、農耕民が労

働力としてのバカ・ピグミーを囲い込むとと

もに外部世界とバカ・ピグミーの生活世界の

間の緩衝材になっていた側面が推測される。 
 

(7) 考察 

中部アフリカのピグミー系諸集団の歴史に

ついて歴史言語学的なアプローチから研究

を行った Bahuchet(1993)によれば、バカ・ピ

グミーは隣接するピグミー系集団アカ・ピグ

ミーと言語学的に近縁であり、300 年程度前

までは両者は共通の集団であったことが推

定されている。また、バカ・ピグミーは、バ

カ語という独自の言語を有するが、これは現

在コンゴ共和国ウバンギ川の近くに居住す

るバンツー系農耕民 Ngbaka の使用言語に近

縁とされている。これらから推察されるのは、

バカ・ピグミーはもともとカメルーン東南部

より南東の現在のアカ・ピグミーの分布地域

に近いところから、何らかの原因により現在

の分布域に移動してきたということである。

その過程のどこかで両者は遭遇したのであ

ろう。 
バクエレはもともとコンゴ共和国北部熱

帯林に分布の中心を持ち、森林環境によく適

応した西バンツーとして自立した生計経済

を営んでいた(Siroto, 1969)。18 世紀後半から

19 世紀にかけてのコンゴ北部からカメルー

ン東南部にかけての民族間紛争と民族間関

係の再編の過程で、諸民族集団は移動と混淆

状況を繰り返し、その中からバクエレ・ジャ

ーコという「中間集団」的アイデンティティ

が生まれた。一部のバカ・ピグミーは、彼ら

と農作物と労働力の交換という形で関係を

持つに至った。どうしてバカ・ピグミーがフ

ルタイム狩猟採集民であることを止め、バク

エレの動きを追うような移住履歴をもつに

至ったのか。バクエレとバカ・ピグミーの遭

遇時点で既にバカ・ピグミーが定住化なり農

耕化をしていたのかどうかはこれからの検

討を要する課題である。本研究が明らかにし

たように、バクエレとバカの居住地移動は、

外部世界との関係に強く影響を受けていた。

その中でも、カメルーン独立の 1960 年を境

に、両者の移動性は大きく変化をしたと考え

られる。カメルーン独立政府に対する反対勢

力がゲリラ化し、東部州に潜伏したことが、

1960 年の集住化・定住化政策執行の直接の理

由だったが、この移住は、それまでの森林内

の小規模な集落間で農耕民家系集団とそれ

に関係を持つピグミー家系集団を単位に頻

繁に生起していた、分裂と合体を繰り返す比

較的小回りが利いた移住とは異なり、定住地

の固定を強制するものだったからである。 
 

(8) 今後の課題 

 人間活動と熱帯林植生の歴史的相互関係性

について、より調査地点数を増やして（30-50
地点を目標とする）、統計的分析の精度を上げ

たい。植生調査と民族植物学的聞き取りを引

き続き行うとともに、光環境や温湿環境、音

環境の実測を行って、さまざまな森林環境が

住民にもたらす感覚特性を定量的に表現でき

るようにしたい。また、若手カメルーン人考

古学者と協力して、昨年度に着手できなかっ

た各サイトにおける考古遺物の分布の測量や

放棄後６０年以上を経過している一部の調査

サイトでは、試坑を掘っての発掘調査を行っ

て、土壌中の考古遺物の有無を確かめたいと

考えている。 
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